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支配株主等に関する事項について 
 

当社の親会社である古河電気工業株式会社について、支配株主等に関する事項は、以下のとおりと

なりますので、お知らせいたします。 

 

１．親会社，支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 

（平成 24 年 3 月 31 日現在） 

議決権所有割合（％） 

名称 属性 直接所

有分 

合算対

象分 
計 

発行する株券が上場されている 

金融商品取引所等 

古河電気工業株式会社 親会社 55.2 － 55.2
株式会社東京証券取引所 市場第一部

株式会社大阪証券取引所 市場第一部

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

① 親会社等の企業グループにおける位置付け，親会社等との取引関係や人的・資本的関係 

当社は、親会社である古河電気工業株式会社（以下、古河電工）を中心とする企業グルー

プの中で「電装・エレクトロニクス」のセグメントに属して事業運営を行っております。当

社と古河電工との間には、原材料・商品の仕入及び商品・製品の販売の取引関係があります。

また、古河電工の従業員１名が当社の取締役を、従業員 2名が当社の監査役を兼任しており

ます。古河電工は、平成 24 年 3 月 31 日現在で当社の議決権の 55.2％を所有しております。 

 

② 親会社等の企業グループに属することによる経営・事業活動への影響等 

親会社である古河電工は、当社の原材料の仕入れにおいて大口かつ安定した取引先であり

ますが、古河電工グループ外の企業との取引条件と同様のものとなっており、当社にとって

価格メリットがある場合は古河電工以外の企業から原材料を購入しております。 

また、親会社及びグループ他社とは機能や品種の違いから事業領域が異なっており、事業の

棲み分けが成り立っております。 

 

③ 親会社等からの一定の独立性の確保に関する考え方、施策及びその状況 

当社におきましては、事業活動を行う上での承認事項など親会社からの制約はなく、当社

独自の研究開発、生産、販売活動を行っております。また、役員の兼務状況も当社独自の経

営判断を妨げるものではなく、一定の独立性が確保されていると考えております。 



（役員の兼務状況） 

（平成 24 年 6 月 20 日現在） 

役職 氏名 
親会社等又はそのグループ企業での

役職 
就任理由 

非常勤取締役 荒川 直也 

古河電気工業株式会社 電装・エレク

トロニクスカンパニー エレクトロ

ニクス・コンポーネント事業部長 

コーポレート・ガバナン

スの機能強化のため当社

から就任を依頼 

非常勤監査役 国安 哲史 
古河電気工業株式会社 ＣＳＲ推進

本部監査部長 

コーポレート・ガバナン

スの機能強化のため当社

から就任を依頼 

非常勤監査役 柳 登志夫 
古河電気工業株式会社 経営企画室

主査 

コーポレート・ガバナン

スの機能強化のため当社

から就任を依頼 

 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

  当社は、主に伸線加工をするための原材料（銅線）を古河電工から仕入れております。 

  また、製品として古河電工に販売しております。 

 

（自 平成 23 年 4 月 1日 至 平成 24 年 3 月 31 日） 

属性 名称 取引内容 
取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

商品製品の販売 1,474,341 売掛金 161,575

親会社 古河電気工業株式会社 

原材料商品の仕入 8,717,587 買掛金 2,209,751

 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は、議決権の過半数を有する親会社として古河電気工業株式会社が存在しますが、親会社と

取引を行う場合には、市場等の客観的情報に基づき、合理的かつ適正、適法にこれを行うことを方

針としております。また、事業の運営に当たり、親会社からの自立性を保ち、親会社と親会社以外

の株主の利益が実質的に相反するおそれのある親会社との取引その他の施策を行う場合には、取締

役会および経営会議において多面的に議論し、これを決定することとしております。 

 

以  上 

 


